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9.スギ耐病性品種の育成(赤枯病,溝腐病)

試験担当者 ほ

本 塌保湘樹病科長 千葉 修ほか

東北支場"脚研究室長 佐藤邦法ほか

関西支場〃樹病研究室長 紺谷修治ほか

四国支埸保缨研究室長 陳野好之ほか

九州支埸保讃部樹病研究室長 恍本平一ほか

2•試験目的

スギの品種ないし精英樹の溝腐(赤枯)病および各秘枝枯性病害に対する耐病性・羅璃性を野 

外調査によって明らかにするとともIt , おけるこれら病害に対する検定方法の確立を目標 

とする。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

本 場

1.栃木,茨城,靜岡県下における野外阴死において,主たる病害が黑点枝枯病であSこ歩I明ら 

かKなった〇

2«訓査品穏の中でサンブスギが生長が决いにもかかわらず黒点枝枯病にきわめて罹病性である 

ことが注目された。

5.黒点枝枯病の発生と立她諸環境の間に関孫があることがうかがえた。

関西支湯

関西林木育神埸構内のスギ在来品種見本抹ならび忙,离野山国冇林内に設定してある在来品稲 

の検定林！tついて調査を行なった。

みぞ腐れ痛にっいては,クモトオシ,蒲生メアサ,河原山スギ,春日スギ•十方山スギ・失栗 

スギ・妙見,イトシ口 4号,山口1号,トミススギ,などに感受性が認められた。

また,実生苗植裁淋:においても個体的な差があるように澀められた。

黒点枝枯痢忙ついてはワラセバル,河原山スギ,燈山スギ.二俟山スギ,北勢スギ忆おいて 

感受性が烈められた。



四国支場

！ スギ赤枯痛に対するスギ在来品種および精英樹クロ-ンの感受性について本病汚染苗畑で検

定を開始した。

2.スギ赤枯病菌の人工接種に必多な人工胞子形成法について実験を行ない.新たな方法を見出 

した〇

5.スギ溝腐痛核害林の观調査を行ない,造林地での感染と病歴とを遂次解明し,あわせて酎 

病性個休の検討忙着手した。

九州支場

九州林木酉騁の逸抜2 4クローンに在来品種2 3系統について于病性を検的した。赤枯病か 

ら溝く .され病に移行して.いる,品粳はメアサ,キウラ・プ・才,コパアヤ,イワオにみられる。

暗英利クローンの赤枯病に対する抵抗性は県伊万里2号婀沸8号などが弱い。

4.昭和4 5年度の試験計画

本 場

!援な衆下における品!S ・精英榭クロ ーン梢裁地の調杏

2. 各種スギサシ木品種の赤枯耕に对する讲恫性の半入工接狗による潤杏

3. サシ木苗に対する接種方法の検肘 

東北支蛆

！ 抵抗牲個体と感受性個体の退抜と邮

2. 抵抗性個体と感受性個体の形態的,生理的特微の比較

3. 精英樹の抵抗性調査

陝西支境

1) スギ品称の展示林,植戒林;ておい・で被罟の実態調査を行なう。

烏取県下,兵庫県下

2) スギ苗ほっいて病害に対する感受性とくにみぞ腐れ病について接種試験を行なう。 

黒点枝枯病については,威の分離・培醬試験を行なう。

四国支場

!スギ赤枯糊軒病性の珂埸検定

(1Iスギ精英術のオープン捞子からの実生苗の検定

⑵ " さし木苗の検定
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2.スギ赤枯病薄の新しい人工胞子形成法の研究とえられた人工胞子の病原性なと•の検討

5.スギ清腐病核害林の灾斂調査

4.管内の採木,採稗園の剁害側査

邳支妙

t 人工接龄験により粉英樹1〇クロン在米品種!〇輝について濃厚胞子接强を行ない耐病性 

の検定を行なう。

2.既存の採WHCついて赤枯病,溝ぐされ痂 発生調斉を行なう〇
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